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図 4.1 典型的な初期キリスト教のバシリカ式教会堂 basilica 内部の諸区域 
 出典：New Catholic Encyclopedia より。 
Catholic University of America, Washington,D.C.の許可を得て転載。 
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宗教的機能はそれらのうちの一つにすぎなかった 6)。



































 図 4.2 ユスティニアヌス朝時代の教会の境界線 


































図 4.3 現代の教会の領域的ヒエラルキー：ウィスコンシン州ミルウォーキー大司教区 




















































































































































































































































































































ント前書第 12章 8～10節，ローマ書第 12章 6～8
節，エフェソ書第 4 章 11 節のそれぞれにおいて，
若干変化する。）その議論は，クレメンス前書第 41


















































































































































































































































































































































































































































































































ティオキア，西暦 341年，教会法第 11条および 15
条）。大司教には服従すべきであり（アンティオキア，






















暦 325年，教会法第 15条，およびアルル，西暦 314
年，教会法第 2 条および 17 条，およびアンティオ











教会法第 6条および 13条，およびアルル，西暦 314
年，教会法第 17 条，およびサルディカ，西暦 347







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































teaching doctors，説教牧師 preaching pastors，訓













































会に関する原理と推論 Principles and Inferences 
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